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第一病棟看護翼長 濱田　譲
　精神科の病棟が現在の体制（1フロアーで，開
放病棟と閉鎖病棟を併せ持つ）になって3年号経
過した．診療体制は昨年同様野口医長と山口医師
2名体制で行われた．また今年から毎月ではない
が，1ヶ月単位で研修医の医師が診療に加わって
頂いたが，我々看護サイドとして，研修医の先生
方に十分フォロー出来たかは定かではないが，し
っかりとした体制作りを考えなければならない．
　看護体制については，ICU病棟の開設に伴い4
月と10月に看護師の異動と退職者があり，その補
充で2名の看護師の配置があったが，精神科看護
未経験の看護師のため，若干の看護力の低下は否
めなかったが，スタッフ全員のサポートと当人達
の努力により順調な成長を見せている．
　病棟目標については，数年来継続してきた事を
反省し，4月の部署会議で
　1．患者の生活環境を整える
　2．看護過程の推進
　3．患者を全人的に理解する
　4．事故防止
　5．業務改善とした．
　精神科という病棟は，今なお倫理的配慮に欠け
る対応が指摘され，当病棟でも数件の苦情が寄せ
られたのは事実であり，初心に戻り今一度看護師
個々の態度を改める事を目指しての変更であった．
現時点で評価はまだ出来ていないが，一部の不適
切な対応があり，指摘を受けたのは誠に残念であ
り，看護師個々の認識や対応策を考えていかなけ
ればならない．しかし現病棟での患者の入院環境
の整備や看護過程の推進，事故防止については一
定の成果がみられている．
　平成20年の患者の動向については，入院が146
名で疾患別では，相変わらず統合失調症患者が
29．5％，抑轡患者も27．4％で，次いで認知症の患
者が9．6％となっている．
退院は149名で，施設入所が8．7％，他の病院へ
4．7％，死亡が3．4％で残り83．2％は自宅退院であっ
た．
　病棟の動きとしては，平成19年度院内看護研究
において最優秀賞を受賞し，それを受けて，今年
福井県で開催された「全国自治体病院学会」に参
加する機会を得，立派に発表できた．研究だけの
研究に終わらせる事なく，引き続き今年も臨床で
応用している事は喜ばしい事である．
　佐古院長が来年（平成21年），3回目の病院機能
評価の受審する事を決断した．それに伴いセミ
ナーに参加し調査項目を点検した結果，精神科と
して多少の不備が浮き彫りとなった．これから受
審に向けてスタッフ全員で取り組まなければなら
ない．
　当院精神科は，昭和46年12月に全面改築し37
年が経過し老朽化が著しい．病室や廊下が狭く，
あらゆる部分で不備がある．また総合病院である
が故に身体合併症の患者も入院しており，その患
者を収容しケアをする病室の確保や個室（隔離室）
が少なく，個室適応患者の収容にも苦慮する始末
である．名寄市の計画では平成19年度に精神科の
病棟を全面改築する予定であったが，財政的な問
題や医師不足で全面改築は空白となってしまった．
安定的に医師確保が出来れば精神科の病棟の改築
も現実的となるのだが，現時点では入院中の患者
さんには大変不便や窮屈な生活を強いており，申
し訳なく思っています．
　当院精神科は，道導で唯一入院設備を有する病
院である．精神科の医師確保が継続して出来，患
者に心穏やかな入院環境を提供し，よりよい医療
や看護を提供出来るように，是非関係者一同の努
力を願ってやみません．
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